
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
E

到達目標
B

到達目標
C

遅刻・欠席をしない 遅刻・欠席が少ない 遅刻・欠席が多い

【到達目標】

全身を使って、立役・女形の両方を稽古することで、それぞれの表現方法の違いを見出し、色々な役柄に対応する力を身につける。
浴衣の着付けが美しくそして早くできるようになり、浴衣で色々な動作をしても着崩れにくい方法を習得し、また着崩れてもすぐに
直せるようにする。日本の伝統的な舞踊を学び、そこから知識と教養を高める。

【授業の注意点】

この授業独特の挨拶の仕方、出席を取るときの約束、荷物の置き方、休憩中の過ごし方、アクセサリー等を外す、などの設定された
ルールをきちんと守ることを励行する。また、授業時数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。授業計画
は浴衣の仕立て上がりや扇子の完成時期により、一部流動的になる。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力ふつう あと少し

花ノ本寿、花ノ本寿美佳 教員の実務経験 有 実務経験の職種 舞踊家

【科目の目的】

礼儀作法をきちんとして、礼に始まり礼に終わるという武道からくる日本の精神を知る。浴衣の着付けを丁寧にやる。扇子の扱い
方、見立て（扇子で具体的な色々なものを表現する）を学び、舞踊の中にもそれを活かす。男踊りと女踊りの両方を稽古する。その
際に自分が踊るだけでなく、学生同士お互いの踊りと注意された箇所を修正する様子を見て、切磋琢磨していく。歌舞伎舞踊の独特
の科白（せりふ）も勉強する。

【科目の概要】

日本舞踊を通じて品や礼節を身につける。

到達目標
A

相手の目を見て挨拶する
ことができる

挨拶することができる

課題内容を理解し表現で
きる

課題を表現できる

科目名 舞踊Ⅲ 年度 2026

Japanese Dance Ⅲ 学期 前期

単位数 2 種別※ 実技

英語科目名

学科・学年 声優・演劇科 ２年次 必／選 選 時間数 60

担当教員

挨拶することが全くでき
ない

課題を表現できない

優れている よい

【教科書】

浴衣一式、扇子、手ぬぐい。パソコン・タブレット・スマートフォンなどのモバイルツール、参考資料等は授業内で指示する。

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

小テストおよび期末テストにより採点。授業への積極性と参加態度を評価する。

到達目標
D
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評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

男

舟の櫓

お猪口と徳利

笛

舟の竿

下向き・立った形

物の見立て 1

1

1

まとめ 1

男

女

下向き・座った形

12

13

15

6

8

9

復習

2

丁寧にお辞儀する

腰を入れ、足を滑らせるように運ぶ

頭を上下させない

観客から舞台に向かって右側を向きながら中腰になる

観客から舞台に向かって右側を向きながら右肩を落としながら
立つ

観客から舞台に向かって左側を向きながら左肩を落としながら
立つ

復習

男

女

男

女

キセル

まとめ

立ち居振舞いを思い出す

傘

女

学期 前期

授業内容

Japanese Dance Ⅲ

腰

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1

一年の練習曲の復習

立ち居振舞いを思い出す

お辞儀

立ち方

復習 立ち居振舞いを思い出す

2 正面・男

扇子や手拭、傘などの小物を使って物やしぐさを表現する

科目名 舞踊Ⅲ 年度 2026

正座

角度

立ち位置

正面・女

扇子の持ち方

扇子の開き方

扇子の閉じ方・納め方

馬

扇子や手拭、傘などの小物を使って物やしぐさを表現する

踊り手の豊かな表現力と浴衣とのハーモニーを楽しむ

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

観客から舞台に向かって左側を向きながら中腰になる

小指で要を隠し右手で持つ

左手を添え右手親指で押し開く

右手を軸に左手で閉じる

かかとをつけ、つま先を開く

内股にし、膝を折る

7

歩き方

4

5 上向き・座った形

10

11

14

1

軽妙な踊り

前期試験

1

荒事

上向き・立った形

3
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